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当コンテスト審査委員長 ／ 宇治田原町長  勝谷 聡一 

 

〈総 評〉 

 当フォトコンテストへの多数のご応募、ありがとうございます。 

 入選されました皆様、誠におめでとうございます。 

 本コンテストは、路線バスやうじたわ LIKE♡（らいくはーと）バス・タクシーといった地

域を支える公共交通が日々の暮らしの中で果たしている役割を再認識していただくととも

に、利用機会の少ない方々にもその魅力や利便性を知っていただくことを目的に開催しま

した。 

 今回は、普段の通勤・通学やおでかけの中で見つけた“まちの風景・暮らしとともにある

公共交通”や“利用体験”をテーマに皆様のとっておきの瞬間を募集しました。生活に寄り

添う一瞬を切り取った作品が多く寄せられ、どの作品も地域に根ざした温かいまなざしや、

公共交通への愛着が感じられるものでした。 

 これを機に、身近な移動手段として公共交通をさらに活用していただけますと幸いです。 

 

 

最優秀賞 

 

〈作品名〉 

「パパおかえり」 

〈作者名〉 

monmon871028 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスを降りたパパを迎え駆け寄

る娘さんの姿が印象的で、家族の

絆や、帰る場所の温もりが伝わる 1

枚。 

まちの中での何気ない光景が、

公共交通を通して人と人、日常と

日常をつなぎ、まち全体に温かな

つながりを生み出していることを

感じさせる。見る人の心にも、家族

を思うあたたかい気持ちが広がる

作品。 



　　　※順不同

作 品 名 宇治田原町の涼しい夏の風景と暮らし 作 品 名 夕日と茶ッピー

作 者 名 okanotaiyodo　様 作 者 名 tyjjtwwttjjttjjg　様

審査委員長
コメント

晴れ渡る夏空と地域の子ども達が作成し
た風鈴が写真に彩りを添える本町らしい
爽やかな1枚。写真の構図や色使いのバ
ランスが良く、思わずまちを歩き、バス
に乗ってみたくなる作品。

審査委員長
コメント

柔らかな光とバスのコントラストが美し
く、ふと足を止めて景色を眺めたくなる
ような1枚。1日の終わりを迎える穏やか
な時間、まちの風景に溶け込むバスが地
域の日常の一コマとして心に残る作品。

作 品 名 雨の日のお散歩 作 品 名 田原の人々をお迎え

作 者 名 chi.a.ki222　様 作 者 名 曽根　正安　様

審査委員長
コメント

しっとりとした雨の日の空気感と、傘を
分け合う子どもたちの姿に心温まる1
枚。大きなバスとの対比が微笑ましく、
暮らしを支えるバスと未来を担う子ども
たちから、優しさや希望を感じる作品。

審査委員長
コメント

まちを走るバスと、ハートキューブが印
象的に収められた1枚。暮らしを支える
バスと人々を温かく迎え入れる穏やかな
風景から、ハートのまち宇治田原町の優
しさと地域への愛着が伝わる作品。

優秀賞






